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22年産の活動計画について

黒河宏企 (NPO法人花山星宰ネットワ-';理事長)

「花冷えJを通り越して「花凍り」とでもいうのでしょうか。 3月 29日

夕から 30日早朝にかけての日本列島は、「この時期としては何十年振りかJ
と言われるほどの積雪で、花山道路のしだれ桜も 8分咲きのまま凍りつい

たようでした。

とはいえ、この「あすとろん 10号」が皆さんのお手元に届くころには、

木々の芽が一斉に吹き出して、まぶしい新緑に包まれていることと思いま

す。このように、この頃の季節の移ろいはとりわけ早く、日々の変化を楽

しませてくれますが、 NPO花山星空ネットワークの活動もこの4月でいよ

いよ 5年目に入りました。

お陰さまで、会員数も年々着実に増えて、現在 (21年度末)のところ、

正会員 324名(学生会員 56名)、準会員 69名、賛助会員 20名(個人 12

4'r、法人 8社)、合計 413~ろとなっています。 組織として安定するために

は、 10004'rが一つの目安と云われていますが、当面の目様である 5004'rに

手の届くところまできましたので、この勢いで更に活動の輸を広げていき

たいと思っていますロ

さて、先日の役員会で、今年度の主なイベントの日程が次のように決ま

りましたので、今から皆さんの予定に加えておいていただくようにお願い

します。

(1) 22年度第1同花山天体観望会 :5月 2913 (土) r土星」
(2) 22年度通常総会及び第6同講演会 :6月8日 (13)
(3) 22年度第2岡花山天体観望会 7月2513 (日) r太陽と金星」

(4) 子ども飛騨天文台天体観測教室:8月白日(金) ~8 日(日)
(5) 第 3同花山天体観望会 :9月 2313 (木) (祝13)r名月と名曲」

(6) 飛騨天文台自然体験ツアー:10月9日(土) ~11 日(月) (祝日)

(7) 22年度第4岡花山天体観望会 :10月 3113 (日) r木星」
(8) 22年度第5回花山天体観望会 :11月23日(火) (祝日) r太陽J
(9) 第 7回講演会:1月中旬

(10) 22年度第6回花山天体観望会 :3月 12日(土) r月j

10号の節目を迎えた、本会報「あすとろんJも、今年度は 11号から 14

号までを発行しますので、どしどしご投稿いただいて、皆さんご自身の手

で更に親しみやすいものに育てていただくようにお願いします。


